






































































本文の注釈（2014/8/20版）
 
１　遺言＝死ぬ前に言い残す言葉

２　赤紙＝戦争になると、国民を軍隊に呼び出して集める命令文書。日本軍は赤い紙を使ってい

たため、こう呼ばれた

３　大正6年＝1917年。大正は、1912年7月30日〜1926年12月25日をさす日本の年号。平成の2つ前

の時代

４　先立つ＝先に死ぬこと

５　ヘルパーさん＝年寄りや体の不自由な人の世話をする人

６　死に支度＝死を迎えるための用意

７　檀那寺＝先祖代々のお墓があったり、法事をしてもらったりするお寺

８　枕経＝人が死んで、お棺に納める前にお経をあげること

９　お布施＝お坊さんにお経をあげてもらうときなどに渡すお礼のお金

10　末寺＝ある宗派に入っているお寺

11　柩＝死んだ人の体を納める箱、お棺

12　焼き場＝死んだ人の体を焼く場所

13　費用＝あることをするのに必要なお金

14　まかなう＝用意する

15　昭和＝1926年12月25日〜1989年年1月7日をさす日本の年号。平成の一つ前の時代

16　達者＝元気で丈夫なこと

17　焼夷弾＝人を殺したり、建物などを焼いたりするための爆弾

18　一代記＝ある人の一生の記録

19　観音様＝東京都台東区にある浅草寺のこと

20　お富士さんのお灸＝灸は、もぐさと呼ばれる植物を体のツボの上に乗せ、火をつけて燃やし

、病気を治す方法のこと。富士山をあがめている浅間神社では灸の治療を行っており、「お富士

様のお灸」と呼ばれている

21　鍛冶職＝鉄などの金属を熱して何度も打ったり水で冷やしたりして硬くし、いろいろな道具

を作る仕事

22　親方＝弟子を教える立場にある一人前の職人

23　門扉＝敷地の出入り口にある門の戸、扉

24　吉原遊郭＝遊郭は、お金をとって男の人の相手をする遊女がいる店が多く集まっている区域

のこと。吉原は現在の浅草にある地名

25　大門＝遊郭の入り口の門



26　引き手茶屋＝遊郭の中にある店。客はまず、ここでお酒を飲んだり料理を選んだりして過

ごし、遊女のいる店に遊びに行った

27　午の日＝日本で昔使われていた暦、カレンダーでは年、月、日を表すのに干支が使われて

いた。この暦は、今でも伝統行事などでは使われている

28　縁日＝ある神様や仏様に縁のある日。この日にお参りすると特別なお恵みがあるとされる

29　夜店＝祭りのときなどに出る屋台

30　十銭玉＝1円の10分の1。10枚で1円。このころの十銭硬貨には穴があいていた

31　1円＝お銈さんが10歳だった昭和2［1927］年、銀座天国（てんくに）の天丼が1円20銭（『物

価の世相100年』岩崎爾郎著／読売新聞社より）。ちなみに、2014年8月現在、A丼1,620円（海

老2尾・きす・イカかき揚・野菜2点）〜C丼3,024円（海老2尾・きす・文甲イカ・大海老・野菜2点
）

銀座天国 http://www.tenkuni.com/regular_1f.html
32　こより＝細く切った紙をひねってひものようにして、穴が開いているものをとじるのに使う

33　長火鉢＝火鉢は、灰を入れて、炭火をおこし、部屋を暖めたり、お湯をわかしたりする道具

。長火鉢は、長方形の箱の形をしており、引き出しなどがついている

34　格式の高い＝立派な

35　大店＝大きな店

36　花魁＝身分、位の高い遊女

37　繰り込む＝　大勢で次々にある場所に行くこと

38　景気がよかった＝繁盛していた、もうかっていた

39　お女郎＝遊女

40　堀＝地面を掘って水を入れてあるところ

41　関東大震災＝関東周辺に起きたマグニチュード7.9、最大震度６の大地震。亡くなったり行方

不明になったりした人は約14万人にのぼる

42　境内＝神社やお寺の敷地

43　避難民＝火事や地震、戦争などで逃げてきた人たち

44　ごった返す＝人がたくさん集まって混み合うこと

45　花屋敷＝浅草にある遊園地（現在の花やしき）



46　猛獣＝性質の荒々しい肉食動物。このころの花屋敷では象のほか、トラや、クマライオンな

ども飼われていたが、「関東大震災の際に避難民が花やしきに集まったため、多くの動物を薬殺

しなければなりませんでした」と、敷地内の鳥獣供養碑に記されている

47　上野の山＝東京都台東区にある上野公園。台地にあったので上野の山とも呼ばれた

48　決断＝これからしたいこと、したくないことをはっきり決めること

49　江戸っ子＝東京の下町で生まれ育った人

50　田舎＝地方にある故郷

51　日暮里＝東京都荒川区の地名

52　地盤＝地面からある程度の深さまでの地層。ここでは特に建物を支える基礎となる部分

53　瓦＝屋根ふきに使われる建築の材料

54　炊き出し＝災害が起きたときなどに、食べ物を配ること

55　塩むすび＝具や海苔を使わず、塩味だけをつけたおむすび

56　桐生＝群馬県の地名

57　離れ＝敷地の中心にある建物［母屋］とは別の建物

58　バラック＝急いで作った粗末な建物。仮の小屋

59　新築＝新しく建物を建てること

60　浅草実務女学校＝東京市立浅草実務女学校家政部のこと。のちの東京都立台東商業高等学校

。後身は東京都立浅草高等学校

61　和裁＝着物を縫うこと。その方法

62　杉野ドレスメーカー＝のちのドレスメーカー学院。ファッションの専門学校。着物を着る人

が多かった時代に洋服の縫い方を教えていた

63　洋裁＝洋服を縫うこと

64　後年＝あるときから何年かたった後のこと

65　半減＝半分になること

66　先見の明＝先のことを見通す力

67　不景気＝お金を生み出したり使ったりする世の中の動きが悪くなること

68　満州事変＝昭和6［1931］年9月18日にはじまった、日本軍が中国東北部［満州は昔の中国東

北部の名前］に攻め入った戦争

69　女学生＝昔の高等女学校［今の中学1年生〜高校2年生にあたる］に通っていた女子学生

70　みそめる＝ひと目見て好きになること



71　出征＝軍隊に入って戦地に行くこと

72　帰還＝戦地からふるさとに帰ってくること

73　板橋＝東京都の地名

74　移転＝引っ越し

75　巡査＝警察官

76　身元調査＝その人の生まれや家柄、身分、学歴などを調べること

77　皇宮警察＝御所や皇居などを警備したり、天皇や皇族を護衛したりする警察

78　騎馬警官＝馬に乗っている警官

79　錦町警察＝東京都にある現在の神田警察署

80　巣鴨＝東京都豊島区の地名

81　借家＝人から借りた家

82　支那事変＝昭和12年［1937］7月に始まった日本と中国との戦争。日中戦争

83　10円＝昭和12年の日当・日給は2円20銭、月給として「職工の月給百円時代」とある（『物価

の世相100年』岩崎爾郎著／読売新聞社より）

84　大手柄＝立派な働き

85　マラリア＝熱帯地方などにいる蚊にさされてうつる病気。高い熱が出て、死ぬこともある

86　天長節の日＝天皇の誕生日

87　金鵄勲章＝戦地での手柄がすぐれていた軍人に国が与えた賞

88　騎兵＝馬に乗って戦う兵隊

89　大奮闘＝力いっぱい戦うこと

90　「主婦の友」＝雑誌の名前

91　座談会＝数人が集まり、ある話題について気楽に話し合う会

92　馬乗り＝馬に乗るような姿勢で、人にまたがること

93　肺結核＝熱やせきが出て、昔は助からないことも多かった病気

94　発症＝病気になること、その病気の症状が出ること

95　補償＝健康や利益が損なわれたことを金銭などで補うこと

96　再就職＝仕事をやめたあと、もう一度、仕事につくこと



97　盛り＝いちばん勢いがある時期

98　百か日の法要の日＝人が死んでから100日目に行う法事

99　戦病死＝軍人が戦地でかかった病気で死ぬこと

100　玉砕＝軍の部隊が一人残らず死ぬこと

101　死亡診断書＝人が死んだことを医者が確認して作る書類

102　うやむや＝はっきりしないこと。あいまいにすること

103　疎開＝空襲など、戦争の被害を避けるために、都会から田舎に逃れること

104　食うや食わず＝食事を満足にとらない状態

105　汽車賃＝列車の運賃

106　供養＝死んだ人のあの世での幸福を祈って拝んだり、お供え物をしたりすること

107　戒名＝お寺のお坊さんに死んだ人につけてもらう名前

108　位牌＝戒名などが書いてある木の札

109　空襲＝飛行機で爆弾を落とすこと

110　空襲警報＝敵の軍隊の飛行機が飛んできて、空襲を受ける危険があるときに人々に知らせる

こと

111　集団疎開＝学校ごとに田舎に疎開すること

112　B29＝アメリカ軍が使っていた大型の爆撃機

113　ねんねこ＝お母さんが赤ちゃんをおんぶした上から着る上着、半纏。寒さをしのぐために布

と布の間に綿が入っている

114　隣組＝戦争中に町内で助け合うために5〜10軒で作った集まり。国の命令をみんなに伝える

働きももっていた

115　貯水槽＝水をためておく大きな容器

116　一つ身＝後ろの部分を1枚の布で作ってある子ども用の服

117　産着＝生まれて間もない子どもに着せる服、着物

118　仕立て直し＝新しい服に作り替えること

119　府中＝東京都の地名

120　無一文＝お金をまったくもっていないこと

121　一文なし＝無一文と同じ

122　終戦の前の日＝戦争が終わったのは、昭和20［1945］年8月15日
123　牛車＝牛に引かせる荷車

124　物価＝物の値段

125　軍医＝軍隊の中にいる医者

126　寒風＝冬の寒い風



127　通知＝知らせ。ここでは、税金を納めるようにという知らせ

128　差し押さえ＝財産を無理やり取り上げること

129　配給＝戦争中や戦争が終わった後に、不足しがちな食べ物や品物を一定の割合で売ること

130　ろくそっぽない＝「ろくすっぽ、ろくそっぽう〜ない」で、何かがほとんどないこと。「ろ

くそっぽ」は、お銈さんの江戸っ子らしい発音

131　闇＝ちゃんとした取り引きではなく、ひそかに物を売り買いすること

132　女所帯＝家族の中に女の人しかいないこと

133　朝霞＝埼玉県の地名

134　5貫目＝18.75キロ

135　船橋＝千葉県の地名

136　池袋・秋葉原＝２つとも東京都の地名

137　テキ屋＝道ばたやお寺の境内などで、ゴザや台の上に商品を並べて商売をしたり、見せ物な

どを行ったりする人

138　ゴザ＝イグサで編んだ敷物

139　再婚＝夫や妻と死に別れたり別れたりした後にもう一度結婚すること

140　転々とする＝住まいなどが次々に変わること

141　よしず張り＝植物のヨシで編んだすだれで囲んだ小屋や店

142　常盤台＝東京都板橋区の地名

143　没収＝取り上げられること

144　下駄＝着物を着るときにはく、木のはきもの

145　鼻緒＝下駄やぞうりについている、足の指ではさむひも

146　すげ方＝鼻緒をとりつける方法

147　問屋＝商品を仕入れて、ほかの小売り店に売る店

148　日銭＝毎日、収入として入ってくるお金

149　自転車操業＝お金を借りて返すことをくり返しながらなんとかやっていくこと。自転車はこ

ぎ続けている間は倒れないが、止まると倒れてしまうことからのたとえ。お銈さんの場合は、ま

とまったお金を借りる余裕もなく、明日の元手を残す以外は、その日の収入をその日に使うだけ

で精一杯の暮らしだった

150　都営住宅＝東京都が管理する住宅。収入が少ない人向けだった

151　コネ＝親しい関係を意味する「コネクション」を省略した言葉

152　公団住宅＝日本住宅公団が戦後の住宅不足をなんとかするために建設した住宅

153　いついっか＝「何時何日」と書く。はっきりした日付



154　誓約書＝ある人に、何かを行うことを約束する書類

155　仕立物＝他人から預かって縫っている着物

156　蔑まれる＝自分より下にあるものとしてバカにされること

157　疎まれる＝嫌われ、遠ざけられること

158　仮設住宅＝自然災害で住宅が被害を受けた人のために、都道府県が建てる一時的な住宅

159　法外な＝ふつうに考えられるレベルをはるかに越え、とんでもなく多い

160　はんこ屋＝印判を扱っている店

161　おさななじみ＝子どものころに仲よくしていた友達

162　地獄で仏＝苦しいときに思いがけない助けに出合ったうれしさを表すたとえ

163　鶴瀬＝埼玉県富士見市の地名

164　風呂桶＝浴槽。昔は大きな木の桶でできたものが多かった

165　月賦＝代金を一度に払わずに、月々に分けて払うこと

166　恩に着る＝人にしてもらったことをありがたく思うこと

167　薪＝燃料にする木

168　鉈＝幅と厚みのある刃物に柄がついている道具

169　夜なべ＝夜、仕事をすること

170　みずほ台＝埼玉県富士見市の地名

171　付添婦＝病院で患者の世話をする人。その仕事

172　右往左往する＝心の落ち着きをなくして、あわてたり混乱したりすること

173　書道師範＝習字の先生

174　心丈夫＝頼りになる人がいて、安心できること

175　派出婦＝人の家に出向いて家事などをする人、お手伝いさん

176　悪化＝しだいに悪くなること

177　寿命＝生まれてから死ぬまでの時間。命の長さ

178　徴兵＝国が国民を強制的に集めて、軍隊に入れること

179　原発＝原子力発電所

180　再稼働＝止めていた機械などをもう一度動かすこと



















◆関連webサイト紹介◆

 
□連続ツイート　◆自分の意思で平和を守りつづける為に◆
　この電子絵本化プロジェクトの発端から配信までの経緯をツイートしました。

 　http://togetter.com/li/708009
 
□「９６歳の遺言〜戦争だけはやっちゃダメ〜」 http://96sainoyuigon.jimdo.com/

 
□ホームページにて、感想コメントを募集しています！

　お寄せ頂いた感想コメントを文集にした

「『９６歳の遺言』を読んで感じたこと、考えたこと」（仮題）　

　の無料配信も予定しております。

 
 
 
□ 絵本化の取材のため訪れた昭和の戦中戦後の暮しを伝える資料展示を行なっている施設

 
◎昭和館　　　　http://www.showakan.go.jp/
◎江戸東京博物館　http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/
◎しょうけい館　　http://www.shokeikan.go.jp/
 
※実物大の模型や、当時の実物展示など、リアリティのある展示と、関連図書、動画などが

　ご覧になれます。

http://togetter.com/li/708009
http://96sainoyuigon.jimdo.com/
http://96sainoyuigon.jimdo.com/
http://www.showakan.go.jp/
http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/
http://www.shokeikan.go.jp/


奥付

 

「９６歳の遺言〜戦争だけはやっちゃダメ〜」

http://p.booklog.jp/book/88721
語り手：久米 銈　　聞き書き：中谷久子

中谷久子ブログ「八十代万歳」

企画制作：「９６歳の遺言」電子絵本化プロジェクトチーム

きむらさやか・高階經啓・長尾みさこ・中谷泰敏・大久保博志

〜「９６歳の遺言」電子絵本化プロジェクトチームについて〜

　2011年3月の東日本大震災の復興支援プロジェクト

「ふんばろう東日本支援プロジェクト」に参加したメンバーが

中心となり結成されたチームです。

メンバーの一人の母である中谷久子さんの聞き書きを、

メンバー各々の職業的な得意分野を生かして役割分担し、

挿絵、注釈、ルビを加えて電子絵本化しました。

この作品が一人でも多くのみなさまに読んで頂けることを、

メンバー 一同心より願っています。

 
ブクログ本棚へ入れる

http://booklog.jp/item/3/88721

電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）
運営会社：株式会社ブクログ
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